
ウ養殖試験ヨドジ

ドジョク養殖の企業性について検討

試験目的

ドジョワの養成方法と種苗生産技術の基礎計五え験をおこない，

し養殖業の確立発展につとめる。
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(3) 試験地域

(4) 試験項目

養成試験

ドジョク養殖の企業性

餌料試験

種苗生産試験

農楽の毒性試験

a 

b 

c 

d 
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養成試験

春に全長8cm程度の種苗であれば短期養成で(秋までに)商品サイズ(1 0 cmJ2，l上)VC出来る。

放養量は 150匂/10 a.給餌料はドジョク重量の 10%/日がもっとも良かった。

b ドジョク養殖の企業性

水稲の収獲も加えると 10 aあたり約47.0 0 0 - 1 1 5.0 0 0円の粗収入が見込まれる(ドジ

ョワ 450円/匂として管理貧，胞設設を含まず。)

餌料試験

単→耳料の比較(魚、抗ぺレッ卜，米協堆肥)では魚粉がよく，魚粉と米糠の配合では魚粉2: 

米糠 1の配合比がよかった(第 1• 2表)
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餌料別比較試験結果表

¥項--------------届----餌1 料 魚 粉 ペレァト 米 糠 堆 Æ~ 

試験期間( 7-9月， 6 8) 86 日間 86 86 8 6 

開 始 持 4 0 4 0 4 0 4 0 
A総尾数

終 了 時 3 8 3 4 2 7 3 5 

開始(b' ) I 2 8.7 1 2 8. 7 1 2 8.7 1 2 8.7 
B総重量('iJ ) 

終了(bつ 2 8 7.6 6 2 22.02 I 3 8. 7 8 1 1 4. 1 0 
開 ま台 8.8 5 8.85 8.8 5 8. 8 5 

C平均全長(cm)
終 了 1 1. 2 2 1 0.7 4 1 0.1 7 

闘 始 0.46 0.4 6 0.4 6 0.46 
D全長の標準偏差

終 了 O. 7 3 0.8 1 0.47 0.58 

1日体重(川
開始(e' ) 3.04 3. 0 4 3.04 3.04 

終了(e ") 7.5 7 5. 1 4 5. 1 4 ~I 
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項¥1LJ|魚、 粉lペレ 7 ト 米 糠 堆 肥

F不明尾数 2 6 1 3 5 

G総給餌量(~ ) 4 9 4 494 494 6 00 0 

H歩 留(%) 9う.0 8 5.0 6 7. 5 87.5 

I増肉係数 L.9 1 i 4.0 5 7 8. I 4 29.6 

J増重率 '2. I 5 1. 0 7 

K生長率 '2.90 2.5 0 i 1. 9 7 i 1.24 

第 2 表 給餌量比較試験結果表

F-瓦旦¥-f魚 粉 魚粉〉米糠

1 日の給餌率l魚粉(%) 6 4 

(餌重/ドジョク重} 米糠(%) 。 2 

給餌日数 〈日間) 1 0 G 100 

魚、粉(~ ) 360 240 
総給餌量

米糠(~ ) 。 1 2 0 

開 始 時 2 0 2 0 
A尾 数

終 了 持 1 7 2 0 

開始(b' ) 6 O. 0 6 0.0 
B総 重 量(~ ) 

終了(b ') 9 5. 2 I [ 8.0 

開 始 時
G平均全長(cm ) 

終 了 時

D全長の標準偏差
開 始 時

終 了 持

開始(e' ) 
E平均体重〈タ)

終了(e ') 

F ，、、 し、 死 尾 数

G 土伝 留 (% ) 
H 増 肉 係 数

I 増 重 率

H: 3 60 
----e'干F
(b~-z-x F)ー b'

d 稜苗生産試験

8.4 5 8. 4 5 
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( 8 -1 1月・室温)
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人工採苗技術は確立出来たが，天然資源の比較的多い青森県では，天然採箇Kよる椎魚の確保が有

利である。

e 農薬ω毒性試験
PCPのドジ主宰ワK対する 24時間TLmは0.195P P M. P C P + D C B Nのそれは 0.25P P 
mであり，これらの農薬の使用はもとより流入もいけない(第 1図)。
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24時間TLm

PCP+DCBM 

第 6図
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今後の課組および開通点

ドジョク養殖の基俗的な諸点(fCついては一応の成果がみられた杭養殖の本格的な企莱化はなお也養

殖用種苗の安定生産②適正餌料Kよる適正給餌方伝〈餌料効率の向上)の検討③実用的な魚病対策等の

確立が必要である。

また最近在自されている減反による水田を利用する養殖が水稲と同一基鍵盤でおこなわれるためKは

生産性の向上と経営形体の検討が要求される。
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